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平
成
時
年
度

魚
津
市
当
初
予
算

万円
減税補てん債借換分(※1)を除くと 174億7，210万円 (-1.1%) 

万円161 
下水道事業 26億 0，200万円 (+ 2.8%) 

ID 農業集落排水事業 7億 4，900万円 (-13.7%) 

簡易水道事業 1億 9，360万円 (+381.6%)

国 国民健康保険事業 35億 5，950万円 (+ 2.6%) 

自 老人保健医療事業 49億 2，080万円 (-6.2%) 

介護保険事業 34億 0，500万円 (+12.6%) 
骨i水族館事業 1億 8，650万円 (-6.4%) 

C A T V 事業 5億 6，970万円 (+27.4%) 

を
お
知
ら

特別会計とはある特定の事業を行う場合に、一般会計(市の一般的

な行政活動に対する経理)とは区別して行う会計のことです。主に、

その事業による収入によって経理を行います。

( +3.3%) 

万円
( )内は対前年度比
Aυ
 -・且4宝ow 
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0
0
 

平
成
凶
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
予
算
は
、

1
8
4
億

1
8
0
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
U
%
の
増
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
平
成
7
・

8
年
度
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分
(
※

1
)
9
億
4
5
9
0
万
円
が
含
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
除
い
た
実
質
的
な
予
算
は
、
1
7
4
億

7
2
1
0

万
円
で
、
前
年
度
対
比
日
%
の
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
な
ど

8
つ
の
特
別
会
計
で
は
、

1
6
1
億

8
6

1
0
万
円
(
前
年
度
対
比
幻
%
増
)
と
な
り
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

併
せ
た
予
算
総
額
は
、

3
4
6
億
4
1
0
万
円
で
前
年
対
比
日
%
の
増

と
な
り
ま
す
。
(
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分
を
除
く
と
ω
%
の
増
と
な

り
ま
す
。
)



自主財源

48.4% 
依存財源

51.6% 

繰入金
8.9億円(4.8%)

分担金・負担金
4.4億円(2.4%)

使用料・手数料

3.3億円(1.8%)

県支出金
10.3億円(5.6%)

( )内は構成比

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税
で
は
法
人
市
民
税
の
増
収
が
見
込
め
る

も
の
の
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
と
も
に
落
ち
込
み
が
大
き
く
、

約
日
億

2
千
万
円
で
お
%
の
減
少
。
財
源
不
足
に
対
し
て
は
、
財
政
調

整
基
金
(
※

2
)
を
約

7
億

1
4
0
0
万
円
取
り
崩
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

平
成
同
年
度
末
に
基
金
は

5
億
円
程
度
し
か
残
ら
な
い
見
込
み
で
、
今

後
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※

2
財
政
調
整
基
金
・・・
不
況
等
に
よ
る
税
収
の
減
少
や
災
害
等
に
よ
る
予
定

外
の
支
出
増
加
に
備
え
て
財
源
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

早
織
的
信
ロ

人
件
費
を
前
年
比

日
%
減
額
し
た
ほ
か
、
投
資
的
経
費
も
ω
%
減
額

し
ま
し
た
。
今
回
の
予
算
編
成
か
ら
各
部
に
財
源
の
「
枠
」
を
配
分
す

る
方
式
で
編
成
し
、
総
合
計
画
で
予
定
し
て
い
た

一
部
の
事
業
を
先
送

り
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
税
収
減
や
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
負
担
金
の
一
般
財
源
化
な
ど
で
大
変
厳
し
い
状
況
の
も
と
、
施
策

を
厳
選
し
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

民生費 ~χ下、、
43.9億円(-23.8%) / /公債費、

./ / 33.1億円(18.0%)
子どもやお年寄り、 / 

/ 道路や公園などを造る
障害のある人の福祉に / 

/ ために借りたお金を返す

総務費
26.8億円(14.5%)

( )内は構成比

土木費

25.1億円(13.6%)
道路や公園の整備など

教育費 23.0億円(12.5%)
学校、社会教育やスポーツなど

その他
8.8億円

(4.8%) 

'x 衛生費

6.0億円(3.3%)
健康診断やごみ処理など

農林水産業費

8.9億円 (4.8%)
農業 ・林業 ・水産業の発展

※
1
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
と
は

平
成

7

・
8
年
度
に
個
人
市
民
税

の
減
税
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
減
税
に

よ
っ
て
歳
入
が
減
っ
た
分
の
財
源
と

し
て
「
減
税
補
て
ん
債
」
と
い
う
市

債
(
借
金
)
で
対
応
し
ま
し
た
。

通
常
、
市
債
は
、
決
め
ら
れ
た
期

間
で
毎
年
、
償
還
(
返
済
)
す
る
も
の

で
す
が
、
平
成

7

・
8
年
度
の
減
税

補
て
ん
債
は
、
平
成
同
年
度
に

一
括

返
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上

に
景
気
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
た
め

(
景
気
回
復
に
よ
っ
て
税
収
が
増
え

返
済
の
財
源
が
確
保
で
き
る
も
の
と

見
込
ん
で
い
ま
し
た
。
)
、
全
額
借
換

え
を
行
い
、
今
後
初
年
間
で
償
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
同
年
度
予
算
の

歳
入
と
歳
出
に
同
額
の
借
換
分
が
含

ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
見
か
け
上
の

予
算
額
が
増
え
ま
し
た
。

な
お
、

こ
の
借
換
措
置
は
、
魚
津

市
だ
け
で
な
く
全
市
町
村
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

で
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

事
業
に
ど
れ
だ
け
の
予
算
が
使
わ

次
の
ぺ

l

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ジ
か
ら
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
予

算
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。



一

元

気

都

市

圃

一
“
魚
津
"
め
ざ
し
孟

一

総

合

計

画

に

.

一
基
づ
い
た
予
算

h

・

E 彊

184億 1，800万円の使い道

『
安
心
し
て
健
や
か
箆
〈
ら
せ
る
ま
ち
』
を
⑨
ぎ
し
て

大
次
世
代
育
成
地
域
行
動
計
画
策
定
事
業
・
・
・

1
0
6
万
円

子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
地
域
行
動
計
画
の

策
定
等
を
行
い
ま
す
。

大
ミ
ニ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
費
・
・
・

ω万
円

子
育
て
世
代
が
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う
地
域
に
お
い
て
の

育
児
の
相
互
援
助
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

大

不

妊

治

療

費

助

成

事

業

・

・

・

1
5
3
万
円

少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
不
妊
治
療
に
助
成
し
ま
す
。

大
松
倉
保
育
園
建
設
事
業
・
・
・

1
億

4
0
6
4
万
円

新
幹
線
建
設
に
伴
い
移
転
・新
築
を
行
い
ま
す
。

大
市
道
バ
リ
ア
フ
リ

l
事

業

・

・

・

1
4
5
0
万
円

誰
も
が
快
適
に
歩
け
る
道
路
、
、
つ
く
り
を
行
い
ま
す
。

O
下

水

道

事

業

特

別

会

計

繰

出

金

・

・

・

叩

億

7
3
4
9
万
円

。
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
・
・
・

1
億

1
1
0
5
万
円

市
内
の
下
水
道
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
も
支
出
し

ま
す
。

O
雪
寒
地
域
道
路
事
業
(
六
郎
丸
地
内
融
雪
事
業
)
・
・
・

1
8
0
0
万
円

六
郎
丸
地
内
の
道
路
に
融
雪
装
置
を
布
設
し
ま
す
。

O
急

傾

斜

地

崩

壊

対

策

事

業

・

・

・

5
5
0
万
円

市
内
の
急
傾
斜
地
(
ガ
ケ
等
)
の
崩
壊
を
防
ぐ
対
策
を
と
り
ま
す
。

大

津

波

対

策

等

防

災

啓

発

事

業

・

・

・

1
2
0
万
円

地
震
に
よ
る
津
波
の
影
響
は
大
き
い
も
の
。
万
一

、
大
き
な
津
波
が

押
し
寄
せ
た
場
合
、
魚
津
市
で
も
深
刻
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

津
波
対
策
用
表
示
板
を
設
置
し
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
ま
す
。

O
救

急

救

命

士

養

成

事

業

・

・

・

2
2
5
万
円

救
急
救
命
士
の
増
員
に
よ
り
、
万

一
の
救
急
搬
送
の
際
の
助
か
る
命

に
備
え
ま
す
。



渉、
哩J

文
化J
を
育
む
ま
ち
正
を
め
、
さ
し
て

O
は
じ
め
て
の
絵
本
事
業
・
・
・
刀
万
円

。

3
歳
親
子
ふ
れ
あ
い
村
事
業

---n万
円

。
元
気
な
魚
津
っ
子
育
成
事
業
・
・
・
羽
万
円

。
社
会
に
学
ぶ
日
歳
の
挑
戦
事
業

・
1
7
0
万
円

。
子
ど
も
の
権
利
条
例
策
定
事
業

-
1
4
0
万
円

次
世
代
の
魚
津
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
の
た
め
、
様
々
な
事
業
を
行
い

ま
す
。

O
図
書
館
建
設
事
業

-
7
億

9
2
7
7
万
円

工
事
は
秋
に
完
成
し
、
平
成
日
年

4
月
の

開
館
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

女子野球世界選手権は「女子野球ワールドシ

リース」と して7月18日から23日までの 6日

間、桃山運動公園野球場で開催されます。

O
魚
津
運
動
公
園
築
造
事
業
(
屋
根
付
広
場

建

設

)

・

・

・

2
億

3
0
0
0
万
円

桃
山
運
動
公
園
に
建
設
中
の
屋
根
付
広
場

は

7
月
に
完
成
予
定
で
す
。

O
総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル

事

業

・

・

・

8
2
5
万
円

。
全
日
本
大
学
女
子
野
球
選
手
権
大
会
事
業

・
2
0
0
万
円

。
女
子
野
球
世
界
選
手
権
事
業-

7
0
0
万
円

昨
年
延
期
に
な
っ
た
「
第

4
回
女
子
野
球

世
界
選
手
権
大
会
」
が
い
よ
い
よ
開
催
さ

れ
ま
す
。

O
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

・
5
0
0
万
円

。
学
び
の
森
国
際
キ
ャ
ン
プ
事
業

-
2
万
円

。
チ
ェ
ン
マ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
派
遣
事
業

・
2
2
2
万
円

学
び
の
森
音
楽
祭
等
に
よ
る
音
楽
の
ま
ち

ず
つ
く
り
ゃ
、
多
彩
な
国
際
交
流
事
業
を
行

い
文
化

の
薫
り
高
い
ま
ち
ず
つ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

司自
然
と
共
生
す
る
魅
苅
あ
-る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

O
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
・
・
・

2
4
1
5
万
円

(
農
村
公
園
の
整
備
ほ
か
)

O
埋
没
林
博
物
館
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

3
2
1
万
円

雲
気
楼
の
観
測
地
で
も
あ
る
埋
没
林
博
物
館
に

海
岸
の
気
温
、
風
速
、
風
向
な
ど
の
デ

ー
タ
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
に

よ
り
霊
気
楼
発
生
時
の
気
象
デ

ー
タ
が
よ
り
細

か
く
得
る
こ
と
が
で
き
、
出
現
予
測
に
も
役
立

つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

O
常
設
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業

9
2
2
万
円

現
在
市
内
に
は
青
柳

・
大
光
寺

・
大
町

・
魚
津

駅
前
の

4
か
所
に
常
設
資
源
物
ス
テ

l
シ
ョ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に

2
か
所
増

設
し
ま
す
。

O
ま
ち
む
ら
を
美
し
く
す
る
運
動
等
実
践
事
業

・
1
0
5
万
円



『明
闘
を
第
〈
強
力
あ
る
ま
ち』
を
⑮
ぎ
し
て

大
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
。フ
ラ
ン
策
定
事
業

・
・・

2
7
0
0
万
円

。
経
団
地
区
区
画
整
理
事
業・

2
7
7
3
万
円

。
ま
ち
づ
く
り
総
合
整
備
事
業

・・・

8
4
4
8
万
円

「
に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
魚
津
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
J

R
魚
津
駅
前
飲
食
庖

街
の
景
観
整
備
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。
飲

食
庖
街
を
縦
断
す
る
道
路
を
改
良
し、

歩

道
に
は
ラ
イ
ト

で
光
る
特
殊
な
石
を
敷
き

ま
す
。
ま
た
、

鴨
川
沿
い
の
整
備
も
あ
わ

せ
て
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。J R魚津駅前飲食庖街の景観整備事業イメー

ジ図。歩道には光る特殊な石を敷き昼の顔と

夜の顔を持つゾーンとして整備。

O
市
道
改
良
舗
装
事
業

・
・・

9
5
0
0
万
円

。
市
道
中
川
側
線
、
住
吉
吉
野
線
改
良
事
業

.
1
億
2
0
5
0
万
円

。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス

・
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

・
3
2
6
3
万
円

大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

パ
ス
購
入
事
業

・
1
6
0
0
万
円

今
年
度
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
パ
ス
が
本
格

運
行
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
し

い
車
両

(
2
台
)
を
購
入
し、

愛
称
募
集
な

ど
も
行
う
予
定
で
す
。

大
地
域
農
業
構
造
改
革
モ
デ
ル
事
業

・
・・

3
5
4
8
万
円

穴
水
田
農
業
経
営
体
活
性
化
対
策
事
業

・
9
0
0
万
円

。
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業

・・・

1
6
0
万
円

。
林
業
経
営
構
造
対
策
事
業

・
1
億

3
4
0
9
万
円

。
フ
ォ

レ
ス
卜

・
コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ
総
合
整
備

事
業

・・・

1
億
3
2
8
万
円

老
朽
化
し
た
小
菅
沼
簡
易
水
道
の
改
良
や
片

員

・
西
布
施
地
内
の
林
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

O
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業・

7
3
5
1
万
円

。
小
口
制
度
・
独
立
開
業
資
金
貸
付
事
業

・・・

5
億
1
4
0
0
万
円

食
物
販
施
設
整
備
事
業
・
・

・
4
0
0
0
万
円

支
埋
没
林
博
物
館
マ
リ
ン
ゲ

l
卜
開
設
事
業

・
3
6
9
万
円

_... 

魚津港横の埋め立て地に建設中の物販施

設「シーサイドプラザ」は夏頃にオープ

ンの予定です。 また施設と埋没林博物館

の回遊性向上のために博物館海側に新た

な入場口 「マリンゲート」を設けます。

物販施設

完成模型

O
雇

用

促

進

事

業

・

・・

1
2

5
万
円

。
緊
急
雇
用
確
保

・
就
業
相
談
事
業

・
4

4
5
万
円

長
引
く
不
況
の
下
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

再
就
職
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し

ま
す
。
(
予
算
は
昨
年
規
模
よ
り
拡
充
)

水

道

事

業

会

計

予

算

収支予算名 予 算 額 自拝蹴比 内 台'*' 

収入 6億1，276万円
-2.2 

給水収益など収益的収入 % 
および
支 出 支出 5億9，016万円

-4.1 
維持管理費など

% 

収入 1億6，145万円
-14.2 

企業債など資本的収入 % 
および
支 出 支出 3億8，622万円

-0.7 
改良工事費など

% 

川
温
同
川
休
い
慢
出
一とは

水
道
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
で
、
支
出

に
は
水
道
事
業
の
維
持
管
理
費
、
支
払

利
息
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

働

問

問

固

とは

水
道
施
設
の
拡
張
、
改
良
を
す
る
た
め

の
収
支
で
支
出
に
は
建
設
改
良
費
、
企

業
債
償
還
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

慶
野
地
区
な
ど
で
新
た
に
配
水
管
を

8
8
0
m
布
設
。
老
朽
管
等
を

3
8
3

5

m
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
始
ま
る
第

4
次
拡
張
事
業
と
し
て
配

水
池
増
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

資本的収支の不足額 2億 2，477万円は、内部留保金などで補てん。



※
カ
ッ
コ
内
は
前
年
比

下

水

道

事

お
億

2
0
0
万
円
(
羽
%
増
)

下
水
道
事
業
を
行
い
、
川
や
海
な
ど
の
水

を
汚
さ
な
い
快
適
な
環
境

σ

つ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
、
浸
水
対
策
と
し
て
雨
水
幹
線

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
事
業

(
経
園
地
区
、
北
中
雨
水
幹
線

)
6
億

2
3
7
3
万
円

.
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

(
本
江
、
住
吉
、
三
ケ

)

4
億

1
3
1
3
万
円

平
成
時
年
度
予
算
の
特
徴

平
成
凶
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
形
式
的
に

は
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス
予
算
に
な
り
ま
し
た
が
、

減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分
を
除
く
実
質
的
な
予
算

で
比
べ
る
と

2
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
の
国

・
地
方
の
財
政
状
況
は
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
に
伴
う
税
収
の
低
下
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
従
来
の
よ
う
な
予
算
要
求
の
積
み
上
げ
方

式
で
な
く
、
各
部
等
に
財
源
枠
を
配
分
し
た
中
で

島

器

集

務

排

水

害

器

7
億

4
9
0
0
万
円
(
日
・
7
%
減
)

農
村
部
に
お
け
る
下
水
道
事
業
で
す
。

引
き
続
き
松
倉
地
区
、
片
員

・
加
積
地
区
、

石
垣
新
地
区
の
整
備
促
進
を
図
り
、
新
た

に
西
布
施
地
区
の
整
備
に
入
り
ま
す
。

・
松
倉
地
区

3
億

2
5
5
0
万
円

・
石
垣
新
地
区

9
1
0
0
万
円

器

箇

氷

1
億

9
3
6
0
万
円
(
3
8
1
・
6
%
増
)

山
間
部
に
お
け
る
水
道
事
業
で
す
。
松

倉
、
小
菅
沼
簡
易
水
道
の
改
良
工
事
を
行

い
ま
す
。
現
在
日
か
所
の
簡
易
水
道
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

・
松
倉
簡
易
水
道
改
良
事
業

1
億

1
8
4
9
万
円

・
小
菅
沼
簡
易
水
道
改
良
事
業

3
7
9
2
万
円

易

道

事

の
予
算
編
成
方
式
で
行
い
、
真
に
市
民
が
求
め
、

市
勢
発
展
に
役
立
つ
施
策
を
厳
選
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
特
に
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
た
め
の
環
境
整
備
、
福
祉
施
策
の
充
実
、

産
業
の
発
展
、
雇
用
対
策
等
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

一
方
、
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、
人
件
費
抑
制

と
し
て
職
員
数
の
削
減
、
市
長
以
下
回
役
及
び
議

員
の
報
酬
引
き
下
げ
、
管
理
職
の
手
当
削
減
を

4

月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
の
委
託
等
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

歳
出
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

命

的

弱

一

日制億

5
0
0
万
円
(
ロ
・
6
%
増
)

介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
施
設
で
の
介

護
や
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ

ス
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
や
介
護
相

談

も

行

っ

て

い

ま

す

。

同

-
4

現
在
介
護
サ

ー
ビ
ス
対
玲
齢
社

p
l
t

象
者
は
、
約

1
7
0
0
人

与

。

戸

¥

で
す
。

f
点
灯
治
判
¥
一

龍

保

除

事

器

水1

旗

錨

器

事

1
億

8
6
5
0
万
円
(
似
%
減
)

特
別
展
を
開
催
し
て
、

よ
り
多
く
の
方

に
親
し
ま
れ
る
水
族
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

内四
崎
直

・
「
教
科
書
の
中
の
魚
達
(
ウ
ォ
ッ
チ
)
」

7
月
か
ら
開
催
予
定

・
お
正
月
特
別
展
「
え
と
展
」

補
助
金
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

市
で
は
、
平
成
口
年
度
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
金
を

一
度
白
紙
に
戻
し
、
時
代

に
即
応
し
た
事
業
に
効
果
の
あ
る
適
切
な
補
助
が

で
き
る
よ
う
に
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
「
魚
津
市

補
助
金
等
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
根
本
的

な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

こ
の
検
討
委
員
会
で
は
国
や
県
で
制
度
と
し
て

定
め
て
い
る
補
助
金
以
外
の
魚
津
市
単
独
の
施
策

的
補
助
金
と
、
団
体
等
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
前

例
に
と
ら
わ
れ
ず
公
平
性
を
確
保
し
な
が
ら
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

一国

奥

健

康

保

険

事

器

幅
四
川
川
川
町
内
円
川
間
附
同
口

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
の
支

払
や
、
病
気
の
早
期
発
見

・
治
療
を
目
的

と
し
た
「
人
間
ド
ッ
ク
事
業
」
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
現
在
加
入
世
帯
は
約

7
7
0
0

世
幕
、
ー
万

4
5
0
0
人
で
す
。

一老

人

保

健

医

療

事

器

川
畑
川
川
川
川
閃
円
川
問
問
明
門

百
歳
以
上
(
身
体
障
害
者
等
は
、
防
歳
以
上
)

の
医
療
費
の
支
払
な
ど
を
行
い
ま
す
。

現
在
対
象
と
な
る
方
は
、
約

7
2
0
0

人
で
す
。

。
A 

事

器

7
 v 

5
億

6
9
7
0
万
円
(
幻
・
4
%
増
)

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
地
域
に
根
づ
い
た
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

V
市
の
予
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

財
政
課
財
政
係
(
市
役
所
2
階
)

岱
幻

・
1
0
1
8



行
、，..、.
フ

あ
な
た
の
清
き

1
票
で

の
投
票
日
で
す
。

4
月
路
日
制
は

国

国

幽

幽

午

前

7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

※
松
倉
第
1
投
票
区
(
白
倉
小
学
校
)
の
終
了
時
間
は
午
後

6
時

平
成
凶
年
4
月
刊
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

※
昭
和
日
年

4
月
日
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
魚
津
市
内
に
住

所
が
あ
る
方
(
新
し
く
転
入
さ
れ
た
方
は
平
成
同
年

1
月
刊
日

ま
で
に
転
入
届
を
提
出
さ
れ
た
方
)

4
月
日
日
以
降
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

(
ご
家

族
分
が
ま
と
め
て
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
)
投
票
日
の

直
前
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
闘
閤
固

投
票
会
場
は
下
の
表
の
と
お
り
(
昨
年
の
選
挙
と

同
じ
会
場
)
と
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

投
票
手
順
に
つ
い
て

各
投
票
会
場
で
は
次
の
手
順
で
投
票
し
ま
す
。

①
受
付
で
入
場
券
を
提
出-

②
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
(
淡
黄
色
)
を

受
取
り
、
記
載
台
で
記
入
閣
岡
市

-

属
国
山口

誕
百
訴
箱

③

投

票

箱

へ

投

入

山

恒

|

|

-

--園
内
聞
け

④
市
長
選
挙
の
投
票
用
紙
(
淡
青
色
)
を
受
取
り
、

記
載
台
で
記
入相

⑤
投
票
箱
へ
投
入
(
以
上
で
終
了
)

開
票
作
業
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

開
票
開
始
時
間
午
後
9
時

開

票

会

場

あ
り
そ
ド
l
ム

ご
家
庭
で
開
票
状
況
が
わ
か
り
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
市
の
ホ
l
ム

ペ
ー
ジ
で
開
票
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

4
チ
ャ
ン
ネ
ル

午
後

9
時
四
分
か
ら

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ

選
挙
開
票
速
報
ぺ

l
ジ

午

後

9
時
か
ら

ア
ド
レ
ス

F
2明
¥
¥
若
者
巧
・2
け

MN

己
O
N
F
g
ヨ民
H
5・5

投

票

区

投

票

所

施

設

名

魚
津
第

l

村
木
小
学
校

魚
津
第

2

勤
労
青
少
年
ホ

1
ム

魚
津
第

3

大
町
幼
稚
園

魚
津
第

4

上
口
保
育
園

下
中
島
第
1

住

吉

小

学

校

下
中
島
第
2

下
中
島
公
民
館

上
中
島
第
1
上
中
島
小
学
校

上
中
島
第
2

有
山
公
民
館

松
倉
第

1

白
倉
小
学
校

松
倉
第

2

坪
野
小
学
校

松
倉
第

3

松
倉
公
民
館

上
野
方
第
1
上
野
方
小
学
校

上
野
方
第
2

石
垣
公
民
館

下
野
方
第
1

本

江

小

学

校

下
野
方
第
2

西
部
中
学
校

下
野
方
第
3

魚
津
市
総
合
体
育
館

片
貝
第

1

片
員
保
育
園

片
貝
第

2

片
貝
三
ケ
集
会
場

片
貝
第

3

前
東
城
公
民
館

片
員
第

4

道
坂
公
民
館

加
積
第

1

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

魚
津
商
工
会
議
所
第
二
会
館

(旧
魚
津
勤
労
者
会
館
)

東
部
中
学
校

道
下
保
育
園

道
下
小
学
校

経
団
小
学
校

経
団
保
育
園

江
口
多
目
的
研
修
施
設

天
神
公
民
館

木
下
新
公
民
館

西
布
施
公
民
館

地
域
農
業
推
進
拠
点
施
設

加
積
第

2

加
積
第

3

道
下
第

1

道
下
第

2

経
団
第

1

経
団
第

2

経
田
第

3

天
神
第

1

天
神
第

2

西
布
施
第
1

西
布
施
第
2



投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ

ー
な
ど
で
投

票
に
行
け
な
い
場
合
は
、
事
前
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期

間
時

間

投
票
場
所

4
月
ロ
日
聞
か
ら
口
日
出
ま
で

午
前

8
時

ω分
か
ら
午
後

8
時

市
役
所

2
階
第

2
会
議
室

今
回
か
ら
投
票
用
紙
を

封
筒
に
入
れ
る
作
業
が
な
く

な
り
、
よ
り
簡
単
に
投
票
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、

選
挙
告
示
日
の

4
月
刊
日
四

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
2
階
総
務
課
内
)
岱
幻
・

1
0
1
9

雲
間

富
豪
5 
t 

3
月
市
議
会
定
例
会

3
月
市
議
会
定
例
会
は
、

3
月
2
日
か
ら
げ
日
ま
で
の
問
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
平
成
内
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
や

条
例
な
ど
市
長
提
出
の
ね
議
案
、
ま
た
、
魚
津
市
議
会
議
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

議
員
提
出
の

3
議
案
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
案
件

。
予
算
関
係

V
平
成
凶
年
度
魚
津
市
一
般

会
計
予
算
、
下
水
道
ほ
か
農

業
集
落
排
水

・
簡
易
水
道

・

国
民
健
康
保
険

・
老
人
保
健

医
療

・
介
護
保
険

・
水
族
館

・

C
A
T

V
事
業
の
各
特
別
会

計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予

算
(
2
1
7
ペ
ー
ジ
で
概
要
紹
介
)

V
平
成
日
年
度
魚
津
市
一
般

会
計
補
正
予
算
、
下
水
道
ほ

か
、
簡
易
水
道

・
農
業
集
落

排
水

・
国
民
健
康
保
険

・
介

護
保
険

・
水
族
館
事
業

・
C

A
T
V
事
業
の
各
特
別
会
計

補
正
予
算

。
条
例
の
制
定

V
魚
津
市
個
人
情
報
保
護
条
例

V
魚
津
市
情
報
公
開

・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例

V
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関

等
に
派
追
さ
れ
る
魚
津
市
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
条
例

。
条
例
の
一
部
改
正
等

V
魚
津
市
情
報
公
開
条
例
の

全
部
改
正

V
魚
津
市
C
A
T
V
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
職
員
定
数
条
例

V
公
益
法
人
等
へ
の
魚
津
市
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
等

V
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

V
魚
津
市
基
金
条
例

V
魚
津
市
身
体
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
条
例

V
魚
津
市
障
害
者
等
介
護
手

当
支
給
条
例

V
魚
津
市
商
工
業
振
興
条
例

V
魚
津
市
農
村
下
水
道
条
例

V
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例

V
魚
津
市
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
受
益
者
分
担

金
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
火
災
予
防
条
例

V
新
川
文
化
ホ
ー
ル
条
例

V
魚
津
市
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例

。
そ
の
他

V
魚
津
市
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

V
魚
津
市
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

。
議
員
提
出
議
案

V
魚
津
市
議
会
議
員
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

V
魚
津
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

V
魚
津
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
の
制
定

。
市
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

仏
国
汎
号
線
ほ
か
印
路
線

。
市
道
路
線
変
更
に
つ
い
て

本
町
1
号
線
ほ
か

4
路
線

。
陳
情
書
の
処
理

本
江
地
区
の
市
道
認
定
に

つ
い

て

(
採
択
)

※
市
議
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
6
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



介
護
保
険
料
)の
減
免
申
請
を
受
付
け
し
ま
す

「
も
し
も
」
の
時
に
必
要
な
介
護
保
険
。
そ
の
保
険
料

は
公
平
な
負
担
を
目
的
に
、
所
得
に
応
じ
て

6
段
階
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
保
険
料
に
減
免
の
制
度
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

所得段階別保険料一覧表

階層 | 区 分 保険料

生活保護の受給者および老齢福祉年金の 年額 19，510円
第 1段階受給者であって、本人および世帯全員が

住民税非課税の人 月額 1，626円

第2段階本人および世帯全員が住民税非課税の人
年額 35，120円

月額 2，927円

第3段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが 年額 48，780円

本人は住民税非課税の人 月額 4，065円

第4段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金 年額 60，970円

額が 200万円未満の人 月額 5，081円

第段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金 年額 73，170円

5 額が 200万円以上 250万円未満の人 月額 6，098円

第6段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金 年額 85，360円

額が 250万円以上の人 月額 7，114円

減
免
制
度
は
第
2
段
階
に
あ
る
方
を
第
1
段
階
の
保

険
料
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

主
に
次
の

2
つ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
が
対
象
で
す
。

属
団
閣
四
幽

-m歳
以
上
の
保
険
料
階
層
が
第

2
段
階
の
方

嗣
団
四
昨
幽

・
①
に
該
当
し
、
収
入
が
一
定
の
基
準
以
下
の
方

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
ペ

l
ジ
を
参
照

ま
た
、
こ
の
他
に
も
減
免
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く

は
介
護
保
険
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
は
介
護
保
険
の
窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

左
の
表
を
見
て
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

4
月
中

に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

5
月
以
降
も
随
時
受

付
け
し
ま
す
が
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
減
免
前
の
保

険
料
を
一
旦
納
め
、
差
額
を
後
日
還
付
(
返
金
)
す
る
こ

と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
の
際
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

(
代
理
申
請
も
可
能
)

一大
な
酌
和
小ι
段
階
の
方
だ
け
が

減
免
対
象
な
の
か
・
:

第

2
段
階
に
は
、
第

1
段
階

に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
、

保
険
料
納
付
が
困
難
な
収
入
の

低
い
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一

そ
こ
で
左
ぺ
!
ジ
の
条
件
に
よ
っ

一

て
保
険
料
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
一

在
宅
介
護
を
受
け
て
い
る
方

で
、
所
得
の
低
い
方
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て

も
軽
減
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ま
た
は
、
介
護
保
険
係
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護

(ホ

l
ム
ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ
ス
)

.
訪
問
入
浴
介
護

-
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン

・
通
所
介
護
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
)

.
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

l
シ
ョ
ン

(
デ
イ
ケ
ア
)



あ
な
た
の
介
護
保
険
料
は
減
免
さ
れ
る
か
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う

Q 1 .本人および世帯全員が住民税非課税の方ですか?第3"'6段階
の

保険料

• 
第2段階

の
保険料

Q3.老齢年金、障害年金、遺族年金、寡婦年金、老齢福祉

年金等の年間収入は? •••••••••••••••••••••••••• •••• ••••••• I③ 円|

農業収入、営業収入、不動産収入、給与収入等の

年間収入は? 也
|③ 円1+1⑬円1=[@ 

⑪の金額は 80万円以下ですか?

旦l
両i

同
一

両
円万

はい

l 
Q4.自分以外の家族の年間総収入 |宣

自分以外の家族の人数 x 40万円 + 
=陣

⑪+②は⑮より少ないですか?

Q 5.本人および家族の方の預貯金額の合計額が100万円

以下ですか?

Q6.住民税を納めている人に扶養(援助)されていませんか?

Q7.住民税を納めている人と生計を一緒にしていませんか?

第 1段階の保険料に減免されると思われます。

減免申請の手続きを行ってください。

V
介
護
保
険
に
関
す
る
問
合
せ
先
※
減
免
申
請
の
受
付
け
は
窓
口
の
み
で
す
。

保
険
介
護
課
介
護
保
険
係
(
市
役
所
1
階
)

岱
お

・
1
1
4
8



憩
い
の
ひ
ろ
ば
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ぺ

i
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は

「
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
?
バ

ト
ン
と
い
え
ば
鼓
笛
隊
な
ど
の
パ

レ
ー
ド
や
お
祭
り
で
お
な
じ
み
で

す
が
、
近
年
は
競
技
と
し
て
の
バ

ト
ン
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
「

P
L
バ
ト
ン
富
山
」
の
み

な
さ
ん
と
言
え
ば
、
毎
年
夏
の
じ
ゃ

ん
と
こ
い
魚
津
ま
つ
り
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
行
進
す
る
姿

を
月
見
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

美しき輝きはバトンと共に

PLバトン富山魚津教室のみなさん

な
い
で
し
ょ
う
か
。

P
L
バ
ト
ン
富
山
魚
津
教
室
の

み
な
さ
ん
は
、

4
歳
か
ら
日
歳
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
同
人
で
、
週
に

一
度
、
本
江
小
学
校
の
体
育
館
で

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

企
画
政
策
課

8mω

・
1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

民
慰
霊
っ
手

g
v
ヌ
ト
l
け

l

6
年
生

高
島
正
樹
く
ん

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
料
理
人

に
な
っ
て
創
作
料
理
の
お
庖
を
出

す
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

「
作
る
」
こ
と
と

「
食
べ
る
」
こ

と
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

富
山
に
は
、
お
い
し
い
水
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
海
と
山
に
め

6
年
生

真
下
夏
輝
さ
ん

私
は
、
将
来
美
容
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
お
母

さ
ん
は
美
容
師
で
は
な
い
け
ど
、

私
は
い
つ
も
お
母
さ
ん
に
髪
を
切
っ

て
も
ら
っ
て
い
て
、
上
手
だ
な
あ

と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
今
ま

(
)
経
田
小
学
校
(
)

ぐ
ま
れ
た
魚
津
に
は
、
新
鮮
な
食

材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぼ
く

は
そ
れ
ら
の
食
材
を
生
か
し
、
無

農
薬
野
菜
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て
、

体
に
よ
い
お
い
し
い
料
理
を
作
り

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

庖
は
い
つ
も
明
る
く
清
潔
に
し

て
、
み
ん
な
が
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
味
や
香
り
、
盛
り

付
け
な
ど
を
工
夫
し
て
、
お
客
さ

ん
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
よ
。」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

で
に
ち
ょ
っ
と
気
に
入
ら
な
い
髪

形
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

一
生
懸
命
切
っ
て
く
れ
る
の
で
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

だ
か
ら
今
度
は
、
私
が
美
容
師

に
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
髪
を
切
っ

た
り
、

。ハ
l
マ
を
か
け
た
り
し
て

あ
げ
て
、

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ヘ
ア

ス
タ
イ
ル
を
考
え
、
明
る
い
雰
囲

気
の
お
庖
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

な
美
容
師
に
な
り
た
い
で
す
。



2
月
に
石
川
県
で
行
わ
れ
た
全

日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手

権
北
陸
大
会
に
お
い
て

5
名
の

選
手
(
右
ぺ
1

ジ
写
真
)
が
優
秀

な
成
績
を
修
め
、

み
ご
と
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま

し
た
。
取
材
し
た
日
も
大
会
に

向
け
て
熱
心
に
練
習
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
バ
ト
ン
の
魅
力
は
自
分
の
想

い
を
表
現
で
き
る
こ
と
。
」
と
話

す
の
は
川
岸
彩
香
さ
ん
。
バ
ト

ン
を
始
め

た
き
っ
か
け
を
尋
ね

る
と
「

5
歳
の
時
、
母
の
勧
め

で
始
め
ま
し
た
。
難
し
い
技
を

マ
ス
タ
ー
す
る
の
が
楽
し
い
し
、

自
分
の
踊
り
を
見
て
も
ら
え
る

の
が
嬉
し
い
で
す
。
全
国
大
会

岡
崎

繁

松

さ

ん

幻

歳

で
は
楽
し
く
、
自
分
の

回取
高
の

演
技
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。
」
と
力
強
く
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

川
岸
さ
ん
は
こ

の
春
か
ら
高
校
生
と
な
り
、
演

技
に
ま
す
ま
す
磨
き
が
か
か
っ

て
い
る
と
の
評
判
で
す
。

P
L
バ
ト
ン
の
み
な
さ
ん
は

大
会
の
他
に
も
老
人
施
設
の
慰

問
や
各
種
お
祭
り
に
も
参
加
し

み
ご
と
な
演
技
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
活
動
の
中
で
も
、

や
は
り
演
技
に
気
合
い
が
入
る

の
は

「大
会
」
。

こ
の
号
が
出
る

頃
に
は
全
国
大
会
の
結
果
も
出

て
い
る
は
ず
。
彼
女
た
ち
の
さ

ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

責
メ
ン
バ
ー
の
お
姉
さ
ん
的
存

在
の

川
岸
彩
香
さ
ん
。
受
験

勉
強
し
な
が
ら
も
全
国
大
会

出
場
を
決
め
た
が
ん
ば
り
屋

さ
ん
で
す
。

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
に
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
ま
で

「
P
L
富
山
M
B
A
魚
津
教
室
」

2
M
・
2
3
9
6
(荒
木
清
美
)

岡崎さんは歌うことが大好き。

平成 9年に NHKの「のど自慢」

に出場し「特別賞」を受賞、ゲスト

の細川たかしさんと握手したのが

良い思い出とのことです。

「大勢の人の前で歌うのは結構緊

張しましたね。私の健康の秘訣は、

規則正しく生活すること。それと

毎日欠かさず 20分から 1時間歩い

ているおかげで足腰もまだしっか

リとしておりますよ。 また、どこ

かで歌う機会があったら、ぜひ参加

したいですね。」と笑顔で話されま

した。

患
い
@
ひ
る
ぽ

今
年
で

9
回

の

j
E
T
世
界

ま
つ
り
を
、
初
め
て
魚
津
市
で
行

い
ま
し
た
。
会
場
の
あ
り
そ
ド
ー

ム
に
は
、

5
0
0
人
以
上
が
集

ま
っ
て
、
外
国
の
文
化
、
言
葉
、

ダ
ン
ス
や
音
楽
や
服
な
ど
を
通
し

て
、
異
文
化
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の

J
E
T
世
界
ま
つ
り
で

は
、
国
際
カ
フ
ミ
子
供
コ
ー
ナ
ー
、

ミ
ニ
外
国
レ
ッ
ス
ン
、
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
外
国

衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や

♂ハ
ン
ド
演
奏
、
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
、

小
学
生
の
ス
テ
ー
ジ
ダ
ン
ス
、
唇{

気
楼
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
の

一
番
面
白
い
ス
テ
ー
ジ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
外
国
人
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。
日
人
の
外
国

人
が
ス
テ
ー
ジ
で
自
分
の
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
、
例
え
ば
踊
っ
た
り
、

歌
っ
た
り
し
て
、
観
衆
は
入
札
を

し
ま
し
た
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
勝
っ

た
人
は
、
国
際
カ
フ
ェ
で
相
手

(落
札
さ
れ
た
人
)
と
お
茶
を
楽
し

J
E
T
世
界
ま
つ
り

フ

ェ

リ

ス

(オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
向
忍

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
集
ま
っ
た
お
金
は
、
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
に
寄
付
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
以

外
に
は
様
々
な
、
国
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
日
か
国
の

写
真
、
旗
、
食
べ
物
や
ビ
デ
オ
な

ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

今
年
の

J
E
T
世
界
ま
つ
り
は
、

大
成
功
で
し
た
!
ま
つ
り
に
来

て
い
た
だ
い
た
方
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

~ .~!J ~.'-'l~ ~界
世
界
各
国
の
民
族
衣
装
が
勢
ぞ
ろ

い
し
た

J
E
T
世
界
ま
つ
リ

E 
T 

国仕
のも
ヨl 釦
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「
チ
ャ
コ
」
、

想
い
出
を
あ
り
、
が
と
う

村
木
小
で
卒
業
生
が
機
関
車
磨
き

春
の
訪
れ
を
告
げ
る

. ーァャー.~ト“今一、 -・ 4

3
月

3
日
、
村
木
小
学
校
の

6
年
生
が
、

卒
業
記
念
に
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
蒸

気
機
関
車
の

「
チ
ャ
コ
」
を
み
ん
な
で
磨
き

上
げ
ま
し
た
。

「
チ
ャ
コ

」
は
昭
和
必
年
に
日
本
カ

l
バ

イ
ト
工
業
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
長
年
子
ど
も

た
ち
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の

日
は
元
機
関
士
の
銘
形
さ
ん
か
ら
、
機
関

車
が
活
躍
し
て
い
た
こ
ろ
の
話
を
聞
い
た

後
、
ぞ
う
き
ん
に
油
を
つ
け
て
ピ
カ
ピ
カ

に
磨
き
上
げ
、

6
年
間
と
も
に
学
校
生
活

を
お
く
つ
た
「
チ
ャ
コ

」
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

「
屡
気
楼
」

出
現
!

春
型
霊
気
楼
を
今
年
初
観
測

3
月
日
日
、

春
型
屡
気
楼
が
今
年
初
め
て

観
測
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
気
温

が
高
く
、
午
後

3
時
頃
か
ら

4
時
頃
に
か
け

て
黒
部
市
生
地
方
面
の
建
物
や
船
舶
が
縦
方

向
に
伸
び
上
が
っ
て
見
え
る
屡
気
楼
が
発
生
。

観
測
を
行
っ
て
い
る
埋
没
林
博
物
館
で
は
今

年
第

1
号
の
屡
気
楼
と
認
定
し
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
実
現
に
向
け
て

総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
発
足

3
月
比
日
、
総
合
体
育
館

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健

康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
目
指
す
、
総
合
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
う
お
づ

総
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
期
か
ら
の

一
貫
指
導
に
よ

る
高
い
レ
ベ
ル
の
選
手
育
成
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
な
ど
を
目
指

し
て
お
り
、
総
合
体
育
館
を

中
心
に
、
筋
骨
体
操
や
水
中

ウ
ォ
!
キ
ン
グ
、
弓
道
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
お
教
室
開
催
の

予
定
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大うおづ総体スポーツクラフについては総合体育館内事務局

(fi22 -1263)までお問合せください。またクラブのプロク

ラムについてはありそドームや市役所にもあリますのでご

覧ください。 ぜ
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霊気楼発生時

「
鯛
魚
図
」
は
4
月
刊
日
か
ら
新
川
文
化
ホ
ー
ル

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

見
や
す
さ
や
規
模
の
判
定
は

5
段
階
の
う

ち
4
番
目
と
低
い
も
の
で
し
た
が
、
時
間
に

よ
っ
て
は
肉
眼
で
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き

る
程
鮮
明
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
海
岸
は

唇
一
気
楼
撮
影
に
熱
心
な
カ
メ
ラ
マ
ン
や
見
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
よ
り
鮮
明
な
唇
一
気
楼
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

_.，a>・....・血

貴
実
景
と
比
べ
る
と
海
岸
の
建
物

が
縦
に
伸
び
上
が
っ
て
い
る
の

が
わ
か
リ
ま
す
か
?

幻
の
名
画
、

魚
津
ヘ

棟
方
志
功
氏
が
描
い
た
魚
津
ゆ
か
り
の
作
品

市
で
は
、
版
画
家
棟
方
志

功
氏
の
作
品
の
中
で
魚
津
と

関
わ
り
が
あ
る
油
彩
画
作
品

「鯛
魚
図
」
を
購
入
し

3
月
同

日
に
公
開
し
ま
し
た
。

こ
の

作
品
は
昭
和
初
年
、

書
家
の

大
平
山
海
氏
ら
有
志

5
人
が

魚
津
で
採
れ
た
ク
ロ
ダ
イ
を

お
土
産
に
棟
方
氏
の
疎
開
先

で
あ
る
福
光
町
を
訪
ね
た
際

に
、
既
に
描
か
れ
て
い
た
油

絵
の
裏
側
に
そ
の
ク
ロ
ダ
イ

を
描
い
た
と
い
う
も
の
で
、

長
ら
く
所
在
が
不
明
で
し
た
。

昨
年
の

「
棟
方
志
功
と
魚

津
」
展
の
開
会
式
の
際
に
大

平
氏
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
、
同
席
し
た
福
光
美

術
館
の
奥
野
館
長
が
今
年

1

月
に
東
京
で
発
見
、
魚
津
へ

里
帰
り
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
鯛
魚
図
」
は
ク
ロ
ダ
イ

2

匹
を
描
い
た
横
に

「
U
O
Z

U
N
O
K
U
R
O
」
(
魚
津
の

ク
ロ
)
、
「
棟
方
志
コ

l

コ

レ
ヲ
口
ニ
ス
ル
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

(裏
に
は
志
功
氏

の
ア
ト
リ
エ
が
描
か
れ
て
い
る
。)

ま

ち

@

由

魚
津
と
滑
川
を
結
ぶ
「
待
望
の
道
」
開
通

国
道

8
号
魚
津
滑
川
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

3
月
M
日、

工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
国
道

8
号
魚
津
滑
川

バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
、
開
通
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
し
た
の
は
慶
野
か
ら
早

月
川
を
渡
っ
て
滑
川
市
の
大
掛

の
間

M
キ
ロ
で
、
開
通
に
よ
っ

て
所
要
時
間
の
短
縮
や
渋
滞
の

緩
和
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
式
で
は
、
石
川
市
長
が

「
開
通
は
県
東
部
の
利
便
性
の

向
上
と
産
業
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
関
係
各
位
に

深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
」

と
挨
拶
、
滑
川
市
長
ら
来
賓
の

み
な
さ
ん
と
共
に
テ

l
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
待
望
の
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
線
地
区
在
住
の
三

世
代
夫
婦
や
住
吉
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
、
新
し
い
橋
で
あ
る

「
延
槻
大
橋
」

の
渡
り
初
め
を

行
い
完
成
の
喜
び
を
わ
か
ち
あ

い
ま
し
た
。

，s
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曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

副読12閥 9時'"'-'17時

E予選ヨ12閥 (予約制)

第 4火曜日 13時"-'16時

面回 12閥

第 1・3木曜日 13時'"'-'16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

823-1003 

E~;ヨm~従2 第 2 金曜日 13時'"16時

会場 サンプラザ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

4

1

7

/

 

円

h

U

4

1

1

A
4，
寸

J
'

n

H

U

4

I

Z

 

-

-

2

時

n

a
引

8

局

~

一

務

時

タ

先

法

9

ン

せ

方

I
l
セ

合

地

割
幽

育

問

山

開
幽

教

h
F

富

田一嗣

市

女
野
鳥
の
死
骸
を
発
見
し
た
時
は
:
・

富
山
県
内
で
は
、
発
病
の
兆
候
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
鳥
が
次
々
と
死
ん
で
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
限
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
鳥
の
死
骸
を
発

見
し
た
ら
、
素
手
で
触
ら
ず
に
な
る
べ
く
早
く
市

役
所
等
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も
が
い
る
ご

家
庭
で
は
、
「
鳥
の
死
骸
を
見
つ
け
て
も
決
し
て
さ
わ
ら
な
い
」

よ
う
に

注
意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
野
鳥
が
死
ん
だ
場
合
に
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
他
に
も
寄
生
虫
な

ど
の
様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。
過
敏
に
な
る
こ
と
な
く
落
ち
着

い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

野
鳥
の
死
骸
を
発
見
さ
れ
た
時
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o

V
連
絡
先

農
地
林
務
課
(
市
役
所

3
階

)
a
n
-
-
0
3
6

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
富
山
県
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

情
報
ぺ

l
ジ
へ
リ
ン
ク
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

E
G一
¥
¥
老
若
者
・ロ
ミ
・
C
O
N
C
・け
O
可
9
5
9
・忌

市社会福祉課 fi23-1006

E苦情12閥 8時30分'"'-'17時15分

市商工観光課 fi23-1025

E主吉三宮司j民監軍事担 9時'"'-'17B寺

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)fi23-1091

EL竜三島勧il:車;f~持部署 8時半'"17時

障害者交流センタ-

fi23-5260 削23-5261

I 9時'"'-'17時

J¥一卜雇用センター

(サンプラザ内)fi22-8152

EE言語持記事 毎月第 2水曜日

13時'"'-'16時 30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通 り イヘ" ントホーJ~) fi22 -5078 

E6霧車誇記事 9時'"'-'17時

健康センタ- fi24-3999 

9時'"'-'17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センター

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808

目白!li;閥 9時'"'-'16時

新川厚生センター魚津支所

224-0359 

伝書f三~rr~現時調 9時'"'-'17 B寺

交通センタ-fi22-1747

E=-=長辰1IJ.. =i主壬iE閥

匝置置EヨiiE程圏

ご
利
用
く
だ
さ
い
!
常
設
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
:
・

で
も
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

立
派
な
資
源

市
で
は
、
資
源
物
を
出
す
機
会

を
増
や
し
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
家
庭
に
た
ま

っ
た

資
源
物
を
収
集
日
だ
け
で
な
く
、

い
つ
で
も
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

る
常
設
資
源
物
ス
テ

l
シ
ヨ
ン
を

増
設
し
ま
し
た
。

①
大
町
資
源
広
場

大
町
公
民
館
山
側
駐
+

②
駅
前
資
源
広
場

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
横

(
旧
長
距
離
旅
行
者
用
駐
車
場
)

各
広
場
、
午
前

8
時
初
分
か
ら

午
後

5
時
ま
で
利
用
可
。

※

5
月
の
連
休

・
お
盆

・
年
末

年
始
等
は
休
業

L日
み窃

持
ち
込
め
る
も
の

命
"
問
mw

中
を
空
に
し
て
水
洗
い
を
し
、

無
色
透
明
、
茶
色、

青
緑
色
、
黒

色
の
4
色
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

命
園
間
切

一
、
民
竺

ζ
4
4
一

一
角
ア
園

二
圃
日
圃

一

中
を

空

に
し
一

d-ι
二
〆-
一、

一

て
水
洗
い
を
し
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー

ル
缶
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

~@ 

E1防四~=~~言U;;f，週

子青て支援センタ-

E長t~"'ß主主j = f，週※
新
聞
雑
誌
類
は
、
資
源
広
場

に
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

P
T
A

や
町
内
会
が
行
う
資
源
回
収
か

青
柳
ま
た
は
大
光
寺
の
常
設
資

源
物
ス
テ

l
シ
ョ
ン
へ
持
ち
込

み
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
謀
環
境
係

(市
役
所
1
階
)
岱
幻

・

1
0
4
8



! 納期案内 l 

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談
窓
口

日
時

4
月
お
日
樹
午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

※
相
談
料
無
料

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係
(
市
役
所
1
階

)8
n
・
1
0
0
4

安
全
は

ゆ
ず
る
や
さ
し
さ

ま
つ
ゆ
と
り

4
月
6
日
閥
か
ら
日
日
同
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

重
点
項
目

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
シ

l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
卜
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
等
悪
質

・
危
険
な
運
転
の
追
放

期
間
中
の
特
別

D
A
Y

4
月

6
日

ω
シ
l
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ド
着
用
徹
底
の
日

4
月

9
日

倒

飲

酒

・
暴
走
運
転
追
放
の
日

4
月
ロ
日
間
自
転
車
安
全
利
用
の
日

4
月
日
日
岡
高
齢
者
へ
の
呼
び
か
け
の
日

4月30日までに納めてくた'さい

(第 1期分)固定資産税

島市E孟面a!頑固UI園田i筆JtillW竜彦事司両日E副

市からの支払振込みについては平成 16年度

分から支払担当課名を通帳に記載することと

なりました。これに伴い従来のハガキによる

通知は廃止となりますので、入金の確認は各

自通帳記入でお願いします。

(例)社会福祉課から振込みがあった場合

従来の表記:ウオツ"シシュウニュウヤク

新しい表記:ウオツ"シシャカイ7クシ力

なお、金融機関により印字桁数に制限があ

るため課名全部を表記できない場合がありま

すのでご了承ください。

炉問合せ先会計課(市役所 1階)fi23-1002 

学
生
の
国
民
年
金
に
つ
い
て

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
は
・

.. 

学
生
の
場
合
本
人
の
前
年
所
得

が
何
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
年
金
の
後
払
い

制
度
で
す
。
手
続
を
し
て
毎
年
承

認
を
受
け
れ
ば
、
学
生
期
間
中
に

障
害
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
市
民
係

(
市
役
所
1
階
)

a
n
-
-
0
1
2
 

※
年
金
窓
口
直
通
番
号
で
す
。

124，800円

7，239円

100，000円

6，600円

50，000円

17，547円

3，000円

21，935円

200，000円

100，000円

惨善意銀行ヘ

魚津善意銀行「愛の募金箱」
(市内 58か所分)

匿名

窪田伸朔

魚津保育園職員一同

(故)中田寛

アピタ魚津庖

三井自動車(株)友の会

惨社会福祉基金ヘ

和紙ちぎリ絵教室

件)大 崎 甚 正 北鬼江

(故)漬 田 源 一 川原

砂魚津市母子保健事業ヘ

(故)早川佐和重 緑町

観音堂

本町 1丁目

本町 1丁目

住吉

天神野新

5 

家
学
で
お
困
り
の
小
・
中
学
生
に

学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学
に
お
困
り
の
小
・
中
学
生
に
、
学
校

で
必
要
な
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

川
崎
直
附
置

4
月

5
日
間
(
)
凶
日
樹

四
川
附
問
問
削
断
働
団
凹

学
用
品
費

・
給
食
費

・
修
学
旅
行
費

・
医
療
費
(
学
校
病
[
虫
歯
等
]
に
限
る
)

品
川
明
閣

申
請
書
(
学
校
及
び
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係
に
あ
り

ま
す
)
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
も
再
度
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
o

v問
合
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
課
学
校
教
育
係
(
市
役
所
第
一
分
庁
舎

2
階
)

岱
幻

・
1
0
4
4

※
各
小
中
学
校
で
も
問
合
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。

2，000，000円

• ) 11の瀬市営住宅 2戸(3階 3DK)

-天王特定公共賃貸住宅 1戸(3階 3DK)

申込期間 4月 1日(木)から 28日(水)まで

※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

炉問合せ先

公園住宅課業務係(市役所 3階)fi23-1026 

(掲載期間は申込み白から 3か月間です。)

もとめます ジュニアシート・小型耕運機

ベビーベッド

ゆずります 大人用簡易ベッド

惨申込み・問合せ先

市民生活課市民係(市役所 1階)fi23-1003 



魚
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

パ
ス
本
格
運
行
開
始

市
で
は
、
3
年
に
わ
た
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ス
の
実
験
運
行
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
い

た
方
々
の
ご
意
見
を
基
に
、
ル
ー

ト
等
の
再
度
の
見
直
し
を
行
い
、

今
年
度
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ス

の
本
格
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
利
用
者

に
優
し
い

、
パ
ス
車
両
を
購
入
す
る

予
定
で
す
。
今
後
、
新
車
両
導
入

に
向
け
て
、
パ
ス
の
愛
称
や
デ
ザ

イ
ン
等
の
検
討
を
行
い
、
よ
り
利

用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
パ
ス
運

行
を
目
指
し
、
引
き
続
き
検
討
を

行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係

岱
幻

・
1
0
0
4

折込チラシの訂正

市街地巡回ルート

西回り第2便 {誤] {正]

29 信金北部支居前 10:13→11 :13 

30 あリそドーム口 10:15→11 :15 

31 魚津市役所前 10:18→11 :18 

32 JR魚津駅前着 10:20→11 :20 

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

障
害
者
等
の
生
活
行
動
範
囲
の
拡
大
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
ま
た
は
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
園
回
同

開

阿

国

・
身
体
障
害
者
手
帳

1
・
2
級
で
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機

能
の
い
ず
れ
か
に
障
害
を
持
つ
人

・
療
育
手
帳
A
を
持
つ
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
を
持
つ
人

・
難
病
患
者
で
重
症
患
者
一
支
給
者
票
(
ピ
ン
ク
色
)
を
持
つ
入

閣
閣
間
出

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・
:
魚
津
交
通
、
金
閣
タ
ク
シ

ー
、
桜
井
交
通
、

黒
部
交
通
、
田
園
福
祉
サ

ー
ビ
ス
、
佐
々
井
タ
ク
シ

ー

・
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
・:
魚
津
石
油
業
協
同
組
合
加
入
居

閣
同
団
闘

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た

は
重
症
患
者
受
給
者
票
(
ピ
ン
ク
色
)

・
車
検
証
(
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
の
み
)

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係
(
市
役
所
l
階
)

8
n
・
1
0
0
5

家
族
介
護
者
の
た
め
の
や
す
ら
ぎ
の
小
旅
行

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
で
す
。

日
時

4
月
幻
日

ω

午
前
9
時
印
分
市
役
所
前
出
発
、
午
後
4
時
頃
帰
着

行
き
先

富
山
観
光
ホ
テ
ル

参
加
費

1
人
あ
た
り
1
0
0
0
円

定
員

別
名
(
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
)

申
込
み
締
切

4
月
日
日
倒

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
1
階
)

岱
幻

・
1
0
0
7

主
成
時

j
叩
年
産
魚
津
市
標
準
小
作
料

農
作
業
標
準
料
金
に
つ
い
て

mω 
白
川
U

平
成
日
{
)
同
年
産
の
標
準
小
作
料
及
び
農
作
業
標
準
料
金
を
次
の
と

お
り
定
め
ま
し
た
の
で
、
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
内
農
業
委
員
会
(
市
役
所

3
階
)

岱
幻

・
1
0
3
2

区分
米の収量 平成16.......18年標準小作料

(kg/10a) (円/10a)

520 13.100 

2 500 10，100 

3 480 7.000 

4 460 4.000 

5 440 900 

6 420 。

区 分 単 位
料金(円)

備考
消費税掠き 消費税込み

農作業賃金 1日(8賄事 9，600 ※ 1 

ト 荒起~代 掻 12.800 13.440 

フ {固 主)1主し 起 6，400 6.720 

ク
別

4Jτ=4t= b - f歪 3.200 3，360 作
タ 業 代 掻 3，500 3，675 

手火 耕 10 a 5，400 5，670 

田 植 機 7.000 7.350 

側条施肥田植機 8.800 9，240 

コ ンパイ ン 18.600 19.530 ※2 

防 除 800 840 ※3 

あ ぜ ぬ リ 1m 96 101 

※ 1作業内容によリ変動あリ

※ 3粉剤ホースまき

《補足》 作業時間(実労働時間)は、 8時間とします。未整

備田・変形田・強湿田 ・倒伏固などの作業については当

事者闘で協議の上、定めてください。標準料金は、整備

田(平坦地)を基準に設定してあります。

※ 2もみ運搬別途 1，500円



ぎ
れ
い
で
安
全
な
用
水
を

守
る
た
め
に
ご
協
力
を

4
月
に
な
る
と
田
ん
ぼ
に
水

を
入
れ
る
た
め
に
川
や
用
水
に

水
が
多
く
流
れ
ま
す
。
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
る
と
下
流
で
詰
ま
る

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
ゴ
ミ
を

捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い

。

用
水

の
ゴ
ミ
は
農
家
の
人
が
中
心
と

な
っ
て
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
o

v問
合
せ
先

農
地
林
務
課
(
市
役
所

3
階
)

岱
お

・
1
0
3
6

用
水
に
は
急
流
も
あ
り
ま
す
。

一子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
転
落
・

一水
難
事
故
防
止
の

た
め
注
意
を
一

一呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

一

EM;t哩Z理主主ヨ寝室n
お近くの会以下の日程で行いますので、

場で受けて下さし¥。

案内状が届いた方は、必ずお持ちください0

.費用 6，000円

内訳登録手数料 3，000円

注射料 2，450円

注射済票 550円

登録済の犬で予防注射のみ...3，000円

.その他
-登録鑑札の再交付は、 1，600円必要です0

・飼い犬の死亡、飼い主の住所、氏名変更

の場合は、環境交通課の窓口に届け出て

ください。

炉問合せ先

環境交通課環境係(市役所1階)H23-1048 

一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
の
検
診
料
を
助
成
し
ま
す

j

1
年
に
1
度
は
検
診
を

j

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
と

し
て
「

一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
、
検
診
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

受
診
資
格

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

※
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
有
し
て
か
ら

1
年
以
上
を
経
過
し
た
人

で
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人

受
診
定
員

1
2
0
名

申
込
期
間

4
月
1
日
か
ら
平
成
口
年
2
月
末
日
ま
で

申
込
み
方
法

受
診
希
望
日
の

1
ヵ
月
前
ま
で
に
保
険
介
護
課
の
窓
口

(
市
役
所
l
階
)
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

保

険

証

と

印

鑑

が

必

要

、

5
マ
爪
凶
メ
ピ
ザ

自
己
負
担
額

7
2
0
0
円

f
ド
l
p
L

検
査
医
療
機
関

富
山
労

災

病

院

町

ハ
立
民

dm民
r

検
査
内
容

呼
吸
器
系

・
消
化
器
系

d
タ
斗

〆
当

-
循
環
器
系

・
血
液
検
査
な
ど

へ
y
{トヨ
r

v問
合
せ
先

保
険
介
護
課
国
保
・老
人
医
療
係
(
市
役
所
1
階
3
番
窓
口
)
岱
幻

・
1
0
1
1

旧
軍
人
軍
属
関
係
者
の
方
ヘ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
次
の
方
に
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

・
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給

欠
格
者
の
方
(
請
求
を
行
う
こ

と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
思
給
欠

格
者
の
ご
遺
族
の
方
)

・
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

V
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

8
0
1
2
0
・2
3
4
・9
3
3

日 場所 時間

/ 14 2 
経団公民館 9:00'""'-'10:30 

日本カーバイド厚生会館 1 0 : 45'""'-'1 2 : 00 (月)

西 布施公 民 館 1 0 : 0 0'""'-' 1 0 : 4 0 

4 
天神公民館 1 0 : 5 0'""'-' 1 1 : 2 0 / 

13 新川森林組 合 1 1 : 3 0'""'-' 1 2 : 0 0 
(火)

農村環境改善センタ- 1 3 : 30'""'-'1 5 : 00 

片貝公民 館 9:30'""'-' 9:50 

4 横枕公民館 1 0 : 00'""'-'1 0 : 45 

/ 
石垣公民館 1 1 : 0 0'""'-' 1 1 : 2 0 14 

(水) 大海寺 新公 民館 1 1 : 3 0'""'-' 1 2 : 0 0 

農協 上野方支庖 1 3 : 30'""'-'1 4 : 30 

坪野公民館 9:30'""'-'10:00 

農 協 松 倉支庖 1 0 : 1 0'""'-' 1 0 : 4 0 

4 松倉公民館 1 0 : 5 0'""'-' 1 1 1 0 

/ 
有山公民館 1 1 : 2 0'""'-' 1 1 : 4 0 15 

(木) 上中島公民館 1 3 : 00'""'-' 1 3 : 30 

下中島公民館 1 3 : 50'""'-'1 4 : 20 

教育センター(住吉小) 1 4 : 30'""'-'1 5 : 00 

4 青島三 区公 民館 9 : 30'""'-'1 1 : 00 

/ 江口:多目的研修センター 1 1 1 5'""'-' 1 1 : 4 5 16 
(金) 大 町公 民 館 1 3 : 00'""'-'1 4 : 30 

/ 14 8 
魚津 市 役所 9:00'""'-'12:00 

新川厚生センター魚津支所 1 3 : 00'""'-'1 4 : 30 (日)

5
 

匝
定
資
産
の
評
価
に
関
す
る

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
期
間

4
月
1
日
附
か
ら

4
月
初
日
倒

時
間

午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後
5
時
日
分

※
土
曜

・
日
曜

・
祝
日
を
除
く

縦
覧
で
き
る
人

土
地

・
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
納
税
者

縦
覧
の
際
は
、
認
印
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
人
確
認

の
た
め
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
等
の
提
示
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

o
 

さ
い

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

税
務
課
課
税
係
(
市
役
所
1
階
)

岱
幻

・
1
0
6
9

県内全労働者に適用される「富山県最低

賃金」が改正されました。

-時間額 644円 ※据え置き

また、特定業種労働者に適用される「産業

別最低賃金」も一部改正されました。

炉問合せ先

富山労働局賃金室 H076 -432 -2735 



第

M
回
魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
日
制
午
前
9
時
印
分
か
ら
午
後

1
時
ま
で
、

図
の
区
問
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
交
通
誘
導

員
の
指
示
に
従
っ
て
、
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

-・通行止区間

全面通行止t本務!f!与え寺宝肝 )

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
決
定
1

犬伝
伏5

た
か
ゆ
き

孝
行

閉ま
野の泉i

大
塚
製
薬
所
属

女
主
な
成
績

ω年
ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン

2
時
間

6
分
日
秒

(
当
時
の
日
本
最
高
記
録
)

八
番
麺
屋
所
属

女
主
な
成
績

M
年
東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン

2
時
間
日
分
臼
秒

(
自
己
タ
イ
記
録
)

Y
K
K
所
属

女
主
な
成
績

全
日
本
実
業
匠
ハ

l
フ
マ

-
フ
ソ
ン

1
時
間

3
分
お
秒

V
問
合
せ
先

魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

(
魚
津
市
総
合
体
育
館
内
)

8
n
・
6
5
5
0
(直
通
)
ま
た
は

8
n
・
1
2
6
3

m
n
・
7
4
6
3

~@ 

在
名
古
屋
ブ
ラ
ジ
ル
総
領
事
館
一
日
移
動
総
領
事
館
の
開
催
案
内

ブ
ラ
ジ
ル
』
ノ
の
た
め
の
各
種
相
談
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行

・
更
新
、

出
生
お
よ
び
婚
姻
登
録
な
ど
を
行
い
ま
す
。

開
催
日

4
月
同
日
間

受
付
時
間

午
前

9
時
か
ら
正
午

会
場

高
岡
市
本
丸
会
館

V
問
合
せ
先

百
田
山
県
国
際

・
日
本
海
政
策
課

8
0
7
6
・
4
4
4
・
3
1
5
6

「
山
火
事
」
防
止
に
ご
協
力
く
、
た
さ
い

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
タ
バ
コ
や
た
き
火
の
不
始
末
で
す
。

こ
れ
か
ら
北
陸
地
方
は
、
山
の
雪
溶
け
も
進
み
、
乾
燥
し
て
山
火
事
の

発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、

消
火
に
必
要
な
水
や
道
路
状
況
が
悪
い
な
ど
消
火
活
動
が
遅
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、
山
菜
摘
み
な
ど
で
入
山
す
る
際
に
は
次

の
と
お
り
火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
山
中
で
の
た
き
火
の
禁
止

・
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
禁
止
(
吸
殻
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
)

山
火
事
を
発
見
さ
れ
た
時
は
す
み
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o

v連
絡
先

魚
津
消
防
本
部

8
M
・
0
1
1
9

普
通
救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
?

講
習
日
時

5
月
凶
日
同
午
前

9
時
か
ら

i
正
午

講
習
会
場

魚
津
市
消
防
本
部

内

容

心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法

申
込
受
付
期
間

4
月
日
日
同

1
5
月
7
日
幽

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
総
務
課
通
信
救
急
係

8
M
・
0
1
1
9



都
市
計
画
道
路
魚
津
本
江
線

(
1
5
0
m
)
開
通

3
月
初
日
間
に
大
泉
寺
(
諏
訪

町
)
前
か
ら
港
橋
へ
の
進
入
禁
止

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

進
入
禁
止
の
解
除
に
よ
っ
て
、

大
泉
寺
前
か
ら
港
橋
ま
で
の
区

間
が

二
車
線
化
、

対
面
通
行
と

な
り
、
市
街
地
と
の
行
き
来
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
幅
が
拡
大
さ
れ
、

両
側
に
は
幅

3
m
の
歩
道
も
整
備

さ
れ
て
、

歩
行
者
に
も
安
心
し

て
通
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
o

v問
合
せ
先

都
市
整
備
課
(
市
役
所

3
階
)

岱
お

・
1
0
3
0

「学びの森寺子屋」参加者募集!

ボランティアと四季の園芸講座

学びの森交流館の庭木の手入れなど、ボラ

ンティアを兼ねた園芸講座(ガーデ二ング)

を年聞を通して開催します。

日時 4/18 (日) 午後 1時 30分から

会場新川学びの森天神山交流館敷地内

内容パラ園の花壇づくり

申込み締切 4/10 (土)

※今後の講座内容は受講者の要望も取リ入

れながら決めていきます。

北
陸
銀
行
魚
津
支
居
前
か
ち
り

鴨
川
沿
い
に
海
側
に
向
っ
て
開
通

炉問合せ・申込み先・会場
新川学びの森天神山交流館(木曜休館)

H31-7001 FAX31 -7009 
メール manabi-t@sun1.city.uozu.toyama.jp 

|建築JW一CAD入門I(Windows版)

パソコンを使って、建築用図面(平面図)

の作成の仕方を学ぶことができます。

対 象 日本語入力、マウス操作ができる方

日時 5/11(火)・13休)・ 18(火)・20(木j

• 25(火)午後 6時から 9時

定 員 20名(申込み順)

受講料 4，000円

申込み期間 4/30闘まで

※電話にて受付

火災復興地域下水道および
可

改 改

防火建築帯地域下水道を使用のみなさんヘ え「ー「 λ.--'-とー司

.4月検針分から使用料が改定されます。 円リ f表

火災復興地域下水道使用料 円 円

ア 水道水による雑排水 1か月10ばまで 256 320 

1 m3
増すごとに 52 65 

イ 井戸その他の雑排水 1rrfにつき 52 65 

防火建築帯地域下水道使用料 円 円

ア大便器 1個につき 1か月 410 410 

イ 小便器 1個につき 1か月 170 170 

ウ 大小便器 1個につき 1か月 580 580 

工 真成寺町、双葉町、新宿、本町 1丁目及び

2丁目の一部については、定額料金とし 256 320 
ての 1か月加算額

炉問合せ先

下水道課業務係 (第二分庁舎)H23-1038

炉申込み・問合せ先・会場

魚津地域職業訓練センタ-(JII縁 121の 1)

H24-9579 FAX23-9151 
R
P
 

未
成
年
者
の
飲
酒
は

法
律
で
禁
止
!

4
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間
で
す
。

国
税
庁

4/10 (土.)"-' 1 0/23 (土.) ~ 

午前8時30分"-'1 0時 ?とヨー
第 2・4土曜日及び ~ijj\c9 

第 1 ・ 3 ・ 5 日曜日開催 ~GiJ

ミラージュテニスコート

小学 3年生~中学 3年生の児童

生徒とその父母(父母のみの参

加はできません。)

60名(申込みJI慎)

入会金・月会費各 1，000円

(父母は月会費半額)

申込み期限 4/8附

※定員に達しないときは、期限後も随時

受付けます。

惨申込み・問合せ先

魚津市教育委員会スポーツ課

メールでの申込み先

talくahiro-yoshilくawa@city.uozu.toyama.jp

間

場

象

期

会

対

H23-1046 

定員

受講料

~~ 



学校体育施設開放案内

市内小中学校の体育館などを開放しています。

みなさんでこ利用ください。 ~@ó
※日曜、祝日を除きます

炉問合せ先 教育委員会スポーツ課

(市役所第一分庁舎 2階)

fi23-1046 

または各地区体育振興会

富
山
労
災
病
院

市
民
公
開
講
座

講
座
内
容

「
前
立
腺
の
病
気
に
つ
い
て
」

講
師

沢
木
勝
泌
尿
器
科
部
長

日
時

4
月
日
日
附

午
後

6
時

ω分
か
ら

8
時

午
後

6
時
よ
り
開
演
時
間
ま

で
看
護
師
等
に
よ
る
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
労
災
病
院

B
n
・
1
2
8
0

高
校
生
を
対
象
と
し
た
性
に
関
す
る
講
演
会

若
者
の
間
で
性
感
染
症
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
不
十
分
な
知
識
の
ま
ま

性
体
験
の
低
年
齢
化
が
進
む
現
状
に
つ
い
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

講
師

済
生
会
富
山
病
院
産
婦
人
科
医
師
種
部
恭
子
氏

講
座
内
容

若
者
の
性
(
)
性
感
染
症
蔓
延
の
危
機
を
打
開
し
よ
う

1

日
時

4
月

μ
日

出

午

後

2
時
か
ら

3
時
叩
分

会
場

あ
り
そ
ド

l
ム
研
修
室

※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先

国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス

卜
富
山
|

B
M
・
1
6
5
6
(
三
井
)

国
際
交
流
員
ナ
タ
リ

l
の
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
教
室
他

ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
の
サ
ル
サ
に

挑
戦
し
ま
す
。
国
際
交
流
員
の

ナ
タ
リ

l
と

一
緒
に
楽
し
く
踊

り
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。

日
時

4
月
凶
日
附

午
後

7
時
か
ら

8
時
半

以
降
毎
週
水
曜
日
に
開
催

(全
8
回
)

※
時
問
、
会
場
は
同
じ
。

会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

定
員

初
名
(
申
込
み
順
)

参
加
費

5
0
0
円

}
ア
イ
ス
カ
バ
リ
ン
グ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

※
初
心
者
向
き
英
語
教
室

日
時

4
月
日
日

ω

午
後
7
時
か
ら

会
場

市
役
所
3
階
第

6
会
議
室

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
ン
バ
セ
l
シ
ョ
ン

※
日
常
会
話
程
度
の
英
語
を
話

せ
る
人
向
け

日
時

4
月
幻
自

ω

午
後

7
時
か
ら

会
場

市
役
所
2
階
第
2
会
議
室

V
以
上

3
件
の
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

国
際

・
男
女
協
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(
市
役
所
1
階
)

岱
お

・
1
0
1
7

~~ 

魚
津
市
ま
ち
づ
く
り
・
元
気
づ
く
り
団
体
の
募
集

市
で
は
、
自
主
的

・
自
発
的
に
ま
ち
ご
つ
く
り
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

る
団
体

(
2
団
体
)
に
対
し
て
、
日
万
円
を
限
度
と
し
て
、
助
成
し
ま
す
。

例
え
ば
、

市
民
自
ら
の
手
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
や
元
気
の
出
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、

ま
た
、

地
域
の
問
題
に
対
し
、
調
査
、
勉
強
会

等
を
開
催
し
、
具
体
的
な
提
案
を
行
う
団
体
等
で
す
。

応
募
資
格

・
ま
ち
、
、つ
く
り
等
の
活
動
を
、
実
施
あ
る
い
は
計
画
し
て
い
る

5
人
以
上

で
構
成
さ
れ
る
団
体
。
※
団
体
構
成
員
の
う
ち
過
半
数
は
、
市
民
あ
る

い
は
市
内
に
通
勤

・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
と
し
ま
す
。

・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体
に
は
応
募
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
同
じ
年
度
に
お
い
て
、
魚
津
市
か
ら
他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

団
体
。
ま
た
、
交
付
を
受
け
る
予
定
の
団
体
。

②
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
も
し
く
は
選
挙
活
動
及
び
営
利
活
動
を
主
た

る
目
的
と
す
る
団
体
。

四
四
団
司
副
閣
働
時
倒
閣
直

ま
ち

J

つ
く
り

・
元
気
づ
く
り
団
体
支
援
事
業
に
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
応
募
の
あ
っ

た
団
体
の
審
査
を
し
て
い
た
だ

く
選
定
委
員
(
市
民
委
員
)
を
募
集
し
ま
す
。

※
募
集
人
員
若
干
名

応
募
資
格

ま
ち
♂
つ
く
り
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
、
加
歳
以
上
の
方

V
以
上
の

2
件
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

応
募
締
切

4
月
初
日
幽
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
消
印
有
効

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
市
役
所
2
階
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ

ー
ム

ペ
l
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

企
画
政
策
課
企
画
開
発
係
官
幻

・
1
0
6
7



観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
募
集

2
0
0
4
年
度
受
講
生
募
集

募
集
定
員

1
2
0
0
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

受
講
料

個
人

1
万

円

法

人

3
万
円
(
無
記
名

2
名
分
)

申
込
み
方
法

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
、

F
A
X
、

メ
l
ル

の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
必
安
市

ym(》
郵
便
番
号

・
住
所
・氏
名
・
電
話
番
号

・
性
別

・
年
齢
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・
「
新
規
」
ま
た
は
「
継
続
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

干
9
3
7
・
0
0
1
3

魚
津
市
天
神
野
新

1
4
7
の
1

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
内

「
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
事
務
局
」

岱
汎

・
7
0
0
2
m
m
・
7
0
0
5

メ
ー
ル

・
5
5
5
@
2
2
1
Z
E

※
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

E
G一¥
¥
巧
ヨ

5
2
8
1
2・
5
¥
〆
E
5
5
¥

申
込
み
受
付
期
限

4
月
凶
日
幽
ま
で

受
験
資
格

①
昭
和
臼
年

4
月

2
日
か
ら

昭
和
問
年

4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

②
昭
和
問
年

4
月

2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
大
学
を
卒
業

し
た
方
及
び
平
成
口
年

3
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
。

※
試
験
は
大
学
卒
業
程
度

魚
津
市
内
の
観
光
施
設
や
名

所
を
案
内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
市
外

・
県

外
の
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
魚

津
の
魅
力
を

P
R
し
て
み
ま
せ

ノュ
O

A
カ

※
資
格
要
件
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
!

V
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係

(
市
役
所
3
階

)8
n

・
1
0
2
5

多
d

A
引い

b
l
'

』
小
ノ
協

J

シ
め

V
申
込
み
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

8
0
7
6
・
2
3
1
・
2
1
3
1

(
内
線

2
1
5
5
)

ま
た
は
魚
津
税
務
署
総
務
課

8
M
・
1
3
7
0

土日9:30'"16:00 

-文学・小説

書きあぐねている人のための

小説入門 保坂和志

人生の知恵袋 長嶋茂雄

月の鵜舟 小森好彦

パラレル 今野敏

卒業 重松清

水底の森 柴田よしき

MONEY(マネー)清水義範

夜の電話のあなたの声は

藤堂志津子

弱法師 中山可穂

鎌倉・流鏑馬神事の殺人

西村京太郎

虹の生涯新選組義勇伝上下巻

森村誠一

.4月の休館日・

4日・ 12日・ 18日・ 26日・ 29日・ 30日

・資料展 6/29まで

「図書館のあゆみ」

100歳になるための

100の方法
著者日野原重明

寿命とは与えられた時間の

こと。その時間をどう過ごす

かは、あなたが手もちの時聞

をどう分割して使うかなのだ...。

読むと元気になり、生きる気

力の湧き出てくるエピソード

やアイデア満載の一冊です。

:楽しくえらんでこーのー冊【新着図書から】J

【~~陸ヨヒ三妻歪凋

お話の会 「おはなしを楽しむ会」の
17日(却 10:30

みなさんに絵本を読んで・もらいます。

子ども映画 日本のおとぎぱなし⑦
24日(土)10:30 

「かぐやひめJIはちかつぎ姫」

-開館時間.

平日9:30'"18:00 

一
」

こ

い

子

う

け

子

而

ゆ

わ

文

ミ

真

だ

か

博

タ

田

す

ち

赤

池

上

ま

い

上

小

.一般
学ぶためのヒント 渡部昇一

私はヒトラーの秘書だった

卜ラウデル・ユンゲ

イラク便り 奥克彦

お金を貸す人借りる人

岩田昭雄

30分間で天職が見つかる本

柏木里佳

花粉症の予防と治療

モネの食卓 グレア・ジョイス

猫たちの 9つの感情

ジェフリー・M・マッソン

万華鏡の秘密 照木公子

新ゴーマニズム宣言 13

砂塵に舞う大義小林よしのり

.児童

おばけさんとのやくそく

とのさまのひげ

なにたべてるの?

校庭の雑草図鑑

世界のおばけ話

R
U
 



日
時

5
月

3
日
間
'et--J
5
日
附
午
前
印
時
(
}
午
後

3
時

地
元
で
生
産
さ
れ
た
和
牛
や

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
お
肉

を
、

ス
テ
ー
キ

や
焼
肉
に
し

て
提
供
し
ま
す
。

一
味
違

う
ス
テ

ー
キ
や
焼
肉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

和
牛
ス

テ
ー
キ
チ
ケ

ッ
ト
は
数
に
制
限
が
あ
り
予
約
販
売
と
な
り
ま

す
の

で
、
前
売
り
チ
ケ
ッ

ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

発
売
期
間

4
月
1
日
附
'et--'m
日
同

発
売
場
所

農
業
水
産
課
(
市
役
所
3
階
)

V
問
合
せ
先

新
川
育
成
牧
場
組
合

岱
臼

・
2
6
0
4

第
引
回
魚
津
水
族
館
写
生
大
会

参
加
者
募
集

題
材

水
族
館
の
動
物
や
風
景

対

象

保
育

・
幼
椛
園
児

i
中
学
生

期
間

4
月

1
日
附
(
)
日
日
側

提
出
締
切

4
月
同
日
同

※
水
族
館
一
交
付

で
申
込
み
。
画

用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。
応

募
者
の
入
館
料
は
無
料
、
た

だ
し
付
添
い
の

方

は

料

。

富
山
湾
の
資
料
コ
ー
ナ
ー
展
示
中

富
山
湾
の
構
造
を
分
り
や
す
く

説
明
す
る
と
と
も
に
、
ビ

ク

ニ

ン
、
ゲ
ン

ゲ
な
ど
の
深
海
生
物
、

漂
着
生
物
の
標
本
な
ど
富
山
湾

に
関
す
る
資
料
を
多
数
展
示
中

で
す
。

春
の
苗
木
・
草
花
即
売
会

日
時

4
月

M
日

ω

午
前

9
時
か
ら
午
後

3
時

会
場

市
役
所
前
広
場

品

種

桜
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど

V
問
合
せ
先

新
川
森
林
組
合

怨
お

・

o
l
-
-

ホ
タ
ル
イ
カ
の
発
光
実
験

5
月
末
ま
で
の
日
曜
日

・
祝
日

に
は

、

学
芸
員
が
解
説
す
る

「
ほ
た
る
い
か
発
光
実
験
」
を
開

催
し
ま
す
。

(1
日
6
回
予
定
)

ホ
タ
ル
イ
カ
の
展
示

5
月
末
ま
で
ホ
タ
ル
イ
カ
の
水

槽ョュ
ι
示
を
し
て
い
ま
す
。

~ 

~6J 

今
月
の
休
館
日

6
目
、
日
目
、
初
日
、
幻
日

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
利
用
で

き
な
い
日

日
目
、
同
日
、

M
目
、
お
日

体
を
動
か
す
の
に
良
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も

あ
り
そ
ド

l
ム
で
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

， 

開
館
時
間

午
前

9
時
半
か
ら
午
後

6
時

休

館

日

日
曜

・
祝
日

・
年
末
年
始

ft 24-2402 

10日 (土)14:00 
春らんまん心そよかぜ会 (おやつ持参)

春風にあたリながら、おやつを食べるよ

19日
伺附) パソコン de時間割

15:30 
2日 自分で新しい時間割を作ってみよう

26日 (月)15:30 
入学・進級おめでとう会

ゲームと手作リおやつでお祝いしよう

大町こぱと

ft23-1777 

19日 (月)15:30 入学進級おめー [ 
みんなでゲームをしてあ、祝いしまし ょう

26日 (月)融開中 ふわふわパラシュー卜

27日 (火)いつでも 空を舞うパラシュ- トを作ろう

28日 (水)15:30 
ハニーホットケーキづくり

あま~いはちみつを使ってつくるよ

経団E 毛穴 かもめ



自のフおコ

魚津市コミュニティパス本格運行開始

(木)魚津市コミュニティタクシ一実験運行開始

(共に本誌P18又は折込みチラシ参照)

(金)

(土)

(日)

内

L
n
O

必
斗

開
館
の
お
知
ら
せ

歴
史
民
俗
博
物
館
は

4
月
1

日
同
か
ら
開
館
し
ま
し
た
。
今

年
の

日
月
初
日

ωま
で
無
休

・

無
料
で
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

企
画
展
の
お
知
ら
せ

中
近
世
の
魚
津
資
料
展

ー
魚
津
市
立
図
書
館
所
蔵
近
世

資
料
か
ら

i

展
示
期
間

4
月
初
日
(
木

・
祝
)

(

)

6

月
日
日
制

市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
、
江
戸
時
代
の
魚
津
を
記

し
た
古
文
書
や
絵
図
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

(月)小中学校・幼稚園始業式

春の全国交通安全運動期間 (，，-，15日)
(火)

小中学校入学式

7 t水)
市役所屋上こいのぼり掲揚式

8 (木)10:00"-' (西布施保育園児参加)

大町・経団幼稚園入国式

9 (金)

5 

6 

棟方志功展「幻の志功作品発見J("-'5/10) 
10 (土)

9:00"-' 新川文化ホール

写
真
展

魚
津
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

4

(
4
月
初
日
悩
ま
で
開
催
中
)

郷
土
の
自
然
が
見
せ
る
多
彩

な
表
情
を
写
真
で
紹
介
。

会
場

埋
没
林
博
物
館
展
示
通
路

「
さ
が
し
て
答
え
て
霊
気
楼
」

シ
ー
ズ
ン
限
定
企
画
!
霊
気

楼
の
問
題
&
答
え
を
全
部
探
し

て
霊
気
楼
博
士
に
な
ろ
う
。

(
5
月
幻
日
間
ま
で
開
催
中
)

※
い
ず
れ
も
要
入
館
料

魚津市議会議員・魚津市長選挙告示

魚津の朝市

8:00"-' (魚津港旧魚市場)

11 (日)第9回ミラージュ杯婦人バレーボール大会

9:00"-' 総合体育館

平成 16年度スポーツ少年団総合結図式

9:30"-' ありそドーム

12 (月)大魚津市議会議員・魚津市長選挙の期日

13 (火) 前投票 (これまでの不在者投票)は、

14 (水) 4月12日(月)から始まります。

15 (木) 4月18日(日)に投票できない方はこ利用

16 (金) ください。(本誌 P8・9参照)

第 5回北日本美術大賞展魚津展("'25日)
17 (土)

10:00'" 新川文化ホール
ft23-5133 本江つぱめす

魚津市議会議員・魚津市長選挙投票日
18 (日)

(本誌 P8参照) 17日 (士)14:00 
入学・進級おめでとう会

みんなでゲームをしてお祝いしましょう

24日 (I) 14:00 
スプリングサンド (定員 40人)

さわやかな春にぴったりのサンドを作ろう

27日 (火)
16:00 

パソコンで時間割づくり

28日 (7)<) 自分の時間割を持ってきてね

「霊気楼J今年は見えるかな?
19 (月)

20 (火)

21 (水)

22 (木)

23 (金)暴力団に関する困り事相談 (本誌 P17参照)

や
24 (土)

第24回魚津しんきろうマラソン
25 (日)

9:00"-' 水族館(本誌 P20関連記事) ひばり 六郎丸 ft23-0500 

17日 (土)114:00
入学・進級おめでとう会

友達と一緒にゲームでもりあがろう

14:00 
ある」う会

24日 仕)
りんごの里を歩きながら春を探しませんか

おやつづくり
30日 (金)16:00 

ぷるるんフルーチ工 をおいしくいただこう

26 (月)

27 (火)

28 (水)

4月の歩こう会~神通川ウオークに参加~

29 (:木) 7:20 JR魚津駅集合

炉問合せ先魚津歩こう会 fi24-3123(盛永)

30 (到



老醜冒 劇
健j
圏

炉問合せ先

魚津市健康センター

ii24-3999 

子育て支援センター

ii24-0415 
ぷ.

ー 休日
(診療時間/午前9時~午後5時)

当番医

み
な
さ
ん
、

定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
?

昭
和

M
年
に
が
ん
に
よ
る
死

亡
が
富
山
県
の
死
因
第

1
位
に

な

っ
て
か

ら
も
、

が
ん
で
死
亡

す
る
方
は
年
々
増
え
続
け
、

約

3
人
に

1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

魚
津
市

に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え

ま
す
。

手L
子F昌:!::t 飾

大 E同B 

房 腸

手居力L、乳居| こ
不正おり

渡せ

義下痢便秘やく 便血粘膜ゃに

fサc竺ート E同王ヨ

にき いの

血出 のも
血が混ざ が続く。

O ~之
らし

好み合が
血出 こり があ に

がが る。異常があ る 力f か主u む 悪い。
ああ I:tEじヨ

るる さ つ 食
る る 弓欲。

力f

がんの危険信号

医

間 大光寺
町 H24・3800

般

病l
 

l
 

--aE，e
 

診療日

4日(日)新

「
、
が
ん
検
診
」

11日(日)沢白書腸科クリニック会ZRZ

18日(日)みのう医科歯科クリニック 芸2A5品

29日(木)江

本江
H22-5053 

院 浜経由
H22-5052 

25日(日)浦田クリニック

医幡

が
ん
の
危
険
信
号
と
し
て
、

主
な
症
状
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

が
ん
の
初
期
に
は
こ
れ
ら
の
症

状
は
な
い
こ
と

が
多

い
で

す
。

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と

が
早
期
発
見

・
早
期
治
療
の

た

め
に
は
と
て
も
大
切
で
す
。

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見

・

早
期
治
療
を
目
的
に
、

胃

・
大

腸

・
肺

・
子
宮

・
乳
が
ん
検
診

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

肺
が
ん

検
診
以
外
は
、

集
団
検
診
の
他

に
、

市
内
医
療
機
関
で
も
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
期
的
に
受
診
し
て
い
る
方

も
、

今
ま
で

一
度
も
受
診
し
た

こ
と
が
な
い
方
も
、

ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

内

医

滑川市常磐町
4日(日)公園通り歯科 H076-475・8881

寿町
H23-1001 

5月
平野クリニック

2日(日)

5月
大崎クリニック

3日伺)

5月主
4日(火)閏

5月 士
かごつら島洲クリニック 忌5自体)

本江
H23-5230 

科 仏 国
H25-0250 

科歯

山

診療日

大
が
ん
検
診
を

受
け
る
時
の
服
装
に
つ
い
て

検
診
に
望
ま
し
い
服
装

・
上
下
と
も
脱
ぎ
看
し
や
す
い
服
装

.
上
半
身
は
白
ま
た
は
薄
い
色
の

T
シ
ャ
ツ

・
上
下
と
も
フ
ァ
ス
ナ
ー
や
ボ
タ
ン
の

無
い
物
(
ゴ
ム
の
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
)

検
診
時
に
外
す
も
の

・
腹
ま
き

・
ベ
ル
ト

.
ネ
ッ
ク
レ
ス
等

・
金
皇
(
の
つ
い
た
下
着
や
衣
類

・
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
つ
い
た
衣
類

:且川市瀬羽町
11日(日)酒井歯科医院 5011415・0159

18日(日)やすだ歯科 EJTぷ市
25日(日)岡田 歯 科 医院 ZUZ間集団がん横診

受診申し込みハガキ、または電話で検診日の
位、要|受診券、健康手帳、検診料金)-5日前までにお申し込みください。

29日 耐 水 橋 歯 科 医院 劃開明

滑川市田中新町
H076-475-0352 

滑川市四閤町
H076-475-0277 

滑川市清水町
H076-475-6910 

5月
藤井歯科医院

2日(日)

5月
奥平歯科医院

3日(月)

5月
やご歯科医院

4日{火)

5月
谷川歯科医院

5日制

実施日 4コ2=hz 場 内 硲円『司 料 金 受付時間

20日(火) 日力厚生会館 胃がん 900円 8:30，，-， 9:30 

8:30，，-， 9:30 
23日(金)

大腸がん 700円 13:00"-' 14:00 

大町公 民館 子宮がん 800円 13:00"-' 14:00 

5月7日住) 乳がん| 1，200円 13:00"-' 14:00 

上村 木
H24-3540 

新川地区休日夜間急患医療センター

(黒部消防署向側 ii54-0731) 

診療時間/午後 7時"-'11時

診療科目/内科・小児科・外科

~@ 

※詳しくは、保健だよリやが
ん検診案内書(対象者に今月
中に発送)をご覧ください。
職場でがん検診がないのに
案内書が届かない方や、検
診があるのに案内書が届い
た方は健康センターまでご
連絡ください。

※平成 16年度中に 40・50・60歳

になられる方、および 70歳以

上の方は無料。ただし、子宮が
ん・乳がんについては、 30歳

の方も無料です。
※市内の医療機関でもがん検診が

受けられます。
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ー ター
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受付時間実施日対象者等容内

なるみ

成美ちゃん
ゃまだ

山田
たいき

泰輝くん

育児サロン参加者募集"
~月 1回金曜日午前中に開催している

育児サロンの参加者を募集します~

対 象 1歳以上の未就園児と家族

(先着 20組)

受付 4月 12日(月)'"'-' 16日(金)

※ 以 前 に参加された方や、児童セン

ターの親子教室に参加される方は、

ご遠慮ください。

炉問合せ先 子育て支 援セ ンタ ー

場

タンセ康健
nu
一
nu

q
u

一
円。

4
l

，
一
qu

~

一
~

nu
一
円U

円

A
V

一
ハU

Q
U

一
qu

A
Q
E
 

間時

教室・相談会
内 容実施日

個別 I13・20・27日決)

集団 I 8・22日側

健康運動相談会 23日(劃

健康体操初心者教室参加者募集
~病気がち・虚弱体質の方や、健康づくり

をしたい方におすすめの東洋体操です~

期 間 5月13日(木:)""' 7月29日(木)までの

毎週木曜日 以30'"'-'11:30
場所健康センター

受講料 700円(テキスト代)

申込み締切 5月7日(金)

惨申込み先 健康センター

機能訓練

あ
な
お
ル
に
老
で
き
る

A
U
A厄
A
介
護
予
防

散
歩
が
楽
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の
散
歩
を

少
し
意
識
し
て
歩
く
こ
と
で
、
血
液
の
循
環
を
良
く
し
、
全

身
運
動
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
歩
い
た
後
は
汗
を
か
き
、
水
分
が
不
足
し
が
ち
に

な
り
ま
す
の
で
、
適
度
な
水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
。

①回線を前方において

②足先で地面を蹴リ

③ももからしっかり動かし

かかとから着地する

健 4 か月児健診 第131子
;荷 4 力\月~~ 8日(木) 00""'13:15 

康股関節脱臼検診 第 2子以降
1 3: 1 5""' 1 3 :30 

吾a人~ 1歳 6か月児健診 平成1同生まれの児 1 13日決)13:00""'13:30 
査

3 歳 児 健診R~ 平成12年10月生まれの児 21日(水)13:00""' 13:30 

教マタニティセミナー
妊婦とその家族 30日(金) 9:15""' 9:30 

室 (Aコース妊娠・出産編)

広 のび のび 広場 乳幼児とその家族
7.14・

9:30""' 11 :00 
28日(水)

場赤ちゃん広場 生後oh明までの1聞とその家族 21日(水) 9:30""' 11 :00 

日 本 1出 v.そみ4ιL 生後36'"'-'90か月
9日(劃

13:00"-'14:00 
28日(水)

予
加積・片貝・西荷包 12日(月)

防 道下・村木 14日体)
急性灰白髄炎(ポリオ)

f妾 大町・下中島・上中里・松会 16日(金)13:00"-'14:00 
種生後 3'"'-' 9 0か月

本江・上野方 20日(火)

経団・天神 22日(木)

て、

地

区

運

行

日

あ

て

D

天

神

4
月
6
日

ω日一円
U

鹿

熊

4
月
7
日
附
運
を
だ

の
室
く

下

中

島

4
月
8
日

附

ス

教

用

片

貝

4
月
日
日

ω
町内
3

坪

野

4
月
比
白
羽
福
護
ひ

(

は

介

ぜ

西

布

施

4
月
日
日
柄
で
、

。

(

荘

て

す

上

野

方

4
月
別
日

ω楽
せ
ま

)

百

わ

い

上

中

島

4
月
幻
日
休
大

ふ
れ
あ
い
無
料
入
浴
デ
イ

※
河
歳
以
上
の
方
が
対
象

日
時

4
月
5
日
側

午
後
2
時
か
ら

5
時

み
な
と
湯
(
諏
訪
町
)

場
所

V
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
l
階
)

8
n
・
1
0
0
7

~ìJ 



郷
土
の
春
を
演
出
す
る
野
生
桜

桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内
で
も

4

月
か
ら

5
月
に
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
桜
が
開
花

し
ま
す
。
魚
津
市
に
自
生
す
る
桜
は
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、

オ

ク
チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
が

主
な
種
類
で
す
。
種
類
が
違
え
ば
花
の
形
や
色
、

開
花
の
時
期
な
ど
も
異
な
る
の
は
当
然
で
す
が
、

こ
れ
ら
野
生
の
桜
は
、
人
の
顔
が
み
な
違
う
よ
う

に
、
同
じ
種
類
で
も
株
ご
と
に
形
や
性
質
が
少
し

ず
つ
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
花

と
同
時
に
葉
が
出
ま
す
が
、
そ
の
若
葉
の
色
は
赤

い
も
の
か
ら
黄
緑
色
の
も
の
ま
で
変
化
に
富
み
ま

す
。

こ
の
こ
と
は
、
同
じ
種
類
の
中
に
も
多
様
な

遺
伝
情
報
が
混
在
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

広報う$づ川 ~ω0叩月牌号 I | 

一
方
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
栽
培
種
は
、
同

じ
種
類
の
中
で
変
化
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

栽
培
種
の
多
く
は
、
接
ぎ
木
な
ど
に
よ
っ
て
増

や
さ
れ
ま
す
。
種
子
で
増
や
す
場
合
は
、
受
粉

に
よ
っ
て
他
の
株
の
遺
伝
子
が
入
り
込
み
ま
す

が
、
接
ぎ
木
や
挿
し
木
で
は
、
原
則
と
し
て
親

木
と
そ
っ
く
り
同
じ
遺
伝
子
が
受
け
継
が
れ
ま

す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
形
や
性
質
が

一
定
の
栽

培
種
が
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。

一
斉
開
花
し
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
埋
ま
る
公

園
も
き
れ
い
で
す
が
、
新
緑
の
山
中
に
点
々
と

咲
く
野
生
の
桜
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風

土
に
根
ざ
し
た
春
の
風
景
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

(
写
真
と
文

埋
没
林
博
物
館
学
芸
員

石
須

秀
知
)

--， 

富
山
県
が
選
定
し
た
「
富
山
さ
く
ら
の
名
所
」

J

mか
所
の
中
に
、
魚
津
市
か
ら
松
倉
城
跡
、
魚
津

市
総
合
公
園
、
新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
の

3
か
所
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

ð?ミδ桝~~均以為ミ~~ð?ミδ俳句U俳句ミc与ミ命以治以治以均以均以~G悼命誌δ悼c与M桝δ~~均ミδ別~ミc与弘c与以与日俳句ミδ桝δ別勾晶~ð桝

一
一
編
惜
之
内
担

出
一

V
先

日

、

取

材

で

中

学

校

の

卒

業

式

に
行
っ
て
き
ま
し
た

。

在

校

生

全

員

で
卒
業
生
を
見
送
る
光
景
は
な
ん
と

も
胸
が
ジ

l

ン
と
な
る
も
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、

さ
ら
に
舷
し
い
シ
ー
ン

を
目
に
し
ま
し
た

。

V
卒
業
と
い
え

ば
「
別
れ
」
そ
の
お
別
れ
を
惜
し
む
よ

う
に

、

第

2
ボ
タ
ン
渡
す
「
彼
」
と
、

恥
ず
か
し
そ
う
に

、

そ
れ
で
い
て
心

か
ら
嬉
し
そ
う
に
受
け
取
る
「
彼
女
」

の
姿
が
な
ん
と
も
爽
や
か
で

、

撮
っ

て
は
い
け
な
い
場
面
だ
と
は
思
う
の

で
す
が
つ
い
つ
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

て
し
ま
い
ま
し
た

。

V

「
美
し
い
想

い
出
は
美
し
い
ま
ま
に
」
二
人
に
と
っ

て
こ
の
シ
ー
ン
は
き
っ
と
忘
れ
ら
れ

な

い

も

の

に

な

る

ん

だ

ろ

う

な

と

思

い
な
が
ら

、

若

さ

へ

の

羨

ま

し

さ

を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

V
3
月
が
別
れ
の
季
節
な
ら
ば

、

4

月

は

新

た

な

出

会

い

の

季

節
。

不

安

と

期

待

に

胸

を

躍

ら

せ

活

躍

す

る

方

も
多

い

は
ず
。

美

し

い

想

い

出

を

胸

に
、

明
日
に
向
っ
て
勇
気
と
希
望
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
!

(
よ
)

- $0)軍司・・

( -12) 

(- 8) 

( -20) 

(+ 12) 

(平成 16年 2月末現在)

世帯数 15，850世帯

22，686人

24，298人

46，984人

女

計

男

※カッコ内は前月対比
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